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はじめに 

 

小田原市消防本部は、昭和23年３月７日に自治体消防として発足して以降、職員の

増強、消防施設・車両の整備等、目覚しい消防体制の発展を遂げて参りました。 

しかしながら、昨今の社会情勢は、金融危機に伴う世界経済の枠組の見直しや、地

球温暖化に対する再生可能エネルギーへの転換といった世界規模の動きを始めとし

て、時代は大きく動いています。 

また、急速な少子高齢化の進行による人口減少と、それに伴う経済産業や社会保障

への対応、地方分権改革の進展等、現代社会は『新しい社会が形成される移行期』に

あると言えます。 

これらの社会情勢の中、災害においては、新潟県糸魚川市で発生した大規模な市街

地火災や埼玉県三芳町で発生し鎮火まで長時間を要した倉庫火災など、従来想定も

していなかったような特殊な災害から、毎年のように大きな被害を及ぼす豪雨災害

や突発的に発生する地震災害、長野・岐阜県境で発生した御嶽山の噴火等、大規模自

然災害が各地で発生しています。 

特に、まだ記憶に新しい平成23年３月11日に発生した日本の観測史上最大の巨大

地震による「東日本大震災」では、地震により引き起こされた津波により、多くの生

命と財産を奪われました。 

この震災では、自主防災組織や消防団員が献身的な活躍をしており、地域防災力の

重要性を再認識させられるとともに、住民の防災に対する関心の高まりや不安等、地

域住民の安全・安心への希求は高まっています。 

多様化する社会情勢の中、「地域住民の皆さんからの安全・安心への負託」に応え

ていくために、平成25年３月31日に、当時足柄消防組合を構成していた南足柄市、中

井町、大井町、松田町、山北町及び開成町から消防事務を受託し、広域消防として新

たなスタートを切り、そのスケールメリットを活かし、災害時の部隊現場到着時間の

短縮や初動体制の強化など様々な運用効果を上げてきています。 

今後も、本消防計画を基本指針として、職員各自がより良い組織づくり、消防体制

の充実・強化に向け、持続的に取り組み、消防組織強化と地域防災力の向上により、

安全で安心して暮らせるまちの実現を目指していくものとします。  
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